
ア
ー

サ
ー
、
ホ
プ

キ

ン
ス

　
ヴ

ァ
イ

オ
レ
ツ

ト

ミ
ネ
ラ

ル

一
號

、

ロ
ー
ズ

マ
ダ

ー
、

コ
バ
ル
ト
イ

エ

　

ロ
ー

(
或

は
オ

レ
オ
リ

ン
)
、
ペ
ー
ル
カ
ド
ミ

ユ
ム

(
或

は
ド

ラ
ツ

フ
オ

　
ヂ
ル

一
號

)
、
ヂ
ー

プ

カ
ド

ミ

ユ
ム
（

或

は

ド
ラ
ツ

フ
オ
ヂ

ル
三
號

)
、
オ

　
レ

ン
ヂ
カ
ド

ミ

ユ
ム
、
セ
ル
リ

ア

ン
ブ
リ

ユ
ー。
、

コ
バ
ル

ト
ヴ

ア
イ
オ

　

レ
ツ

ト
、

バ
ー

ン
ト

シ
エ

ン
ナ
、
ヴ

エ
ネ

シ
ア

ン
レ
ツ
ド
、

ロ
ー

シ
エ

　

ン
ナ
、
ト
ラ

ン
ス

パ
レ

ン
ト
ゴ

ー
★

ヅ

ン
オ

ー
カ

ー
、
イ

エ
ロ
ー
オ
ー

　
カ
ー

(
或

は
オ
ツ

ク

ス
フ
オ

ー
ド
オ
ー
ヵ

ー
)
、
テ
ラ
ヴ

ア
ー
ト
、
ア
イ

　
ボ
リ
ー
ブ
ラ
ツ

ク
、

ロ
ー

ア

ン
バ
ー
、
ト
ラ

ン
ス

パ
レ

ン
ト
ブ

ラ
オ

ン
、

　

ニ
ユ
ー
ブ
リ

ユ
ー

、

マ
ツ
ダ

ー
オ

レ

ン
ヂ
、

パ
ー

マ
ネ

ン
ト

レ
ー
キ
、

パ
ー

マ
ネ

ン
ト

イ

エ
ロ
ー

、

　

ロ
ー
ズ

マ
ダ

ー
ド

レ
ー
、
サ

ン
ニ
ー
グ
リ

ー

ン
、

ア

リ
ザ
リ

ン
グ
リ

ー

　

ン
、
タ

ー
ナ
ー
ブ

ラ

オ

ン
、
白
、
オ

レ
ン
ヂ
ヴ

ア
ミ
リ

オ

ン
、
オ

ル
ト

　
ラ

マ
リ

ン
ア
ツ

シ

ユ
、

此
中

に
は
未
だ
見
た
事

の
な

い
色

も
あ
る
が
、
要

す
る
に
繪

具
は
畫

家

の

都
合
次

第
で
、
多
き

も
少

な
き

も
我

勝
手
な
れ
ば

、
他

よ
り

干
渉

を
受
く

る
こ
と
は
無
き

も
、
早

い
戸
外
寫

生
等

に
は
、
餘

り
色
數

多
き

よ
り

も
十

色

か
十

二
色

と
す

る
方

便
利

に
し
て
手

廻
は
り
宜

し

と
知

る

べ
し
。

秋

の
丘

　
銀
杏

の
幹

に
身

を
よ
せ
て

　
　
　

　
　
　

日

の
入

る
國

の
野
を
遠
く

見
る

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
(御

風

詩

集
)

　
　

　
　
鹿

の

糞

(
そ
の
一
)

■
奈

良

公
園

到
る
處

に
黒
豆

が
落

ち

て
ゐ
る
、
鹿

の
餌

と
し

て
は
直

ぐ
傍

に
あ

る
の
に
喰

は
ぬ
か
ら

不
思

議

に
思

つ
て
ゐ
た
が
、

ア

レ
が
鹿

の
糞

だ

と
さ
■

初
め
て
見
た

の
か

ネ
臆
病
な

奴
だ
け
あ

つ
て

、
糞

迄

ケ
チ
だ
■

だ

が
可
愛

い
ゝ
も

の
さ
■
鳴
聲

は
妙
だ
ね

マ
ル
で
猫

の

や
う
た
■

第

一
回

の

茶
話
會
は

面
白
か

つ
た
■

名
乗
り
を

上
げ

る
の

に
自
分

の
特

色

を
言

ひ
添

へ
た

が

ア

レ
は
爾
後
是

非
實

行
し
た

い
■

私
は

近
江
の
住

人
世

に
近

江
泥

棒

伊
勢
乞

食
と
申

ま
す

が
私
は
泥
棒

は
致
し

ま
せ
ん
■

私
は
○
○

ユ
タ
カ

と
申
ま
す

が
懐

中

は
イ
ツ

モ
豊

で
は

あ
り

ま

せ

ん
■

以
上

二
っ
が
特
に
振

つ
て
ゐ
た
■

ヲ
ト
ツ

サ

ン
の
講
談

は
何
時
聽

い
て

も
面
白

い
■
併

し

勿
體

ぶ

つ
て
容
易

に
高

座

へ
上

ら
ぬ
處

が

チ
ト
憎

ら
し

い
■

そ
ん
な
事
言

ふ

と

此

次
か
ら

や
ら
ん

と

い
ふ
か

も
知
れ
な

い
■
對

山
樓

に
は
オ
ト
ツ

サ

ン
の

外

に
オ
ツ

カ
サ

ン
が
あ

る
■

こ
の
オ
ツ

ヵ
サ

ン
中

々
よ
く
世

話
を
燒

い
て

く
れ

た
■
對

山
樓

の
店

に
居

る
婆

さ
ん

こ
そ
度

し
難

い
奴

だ
■

お
客
を
目

の
前

に
置

い
て

三
山
亭
で
は

ウ
チ

へ
屑

ば
か
り

よ
こ
し
た

と
言
ふ

と
は
怪

し

か
ら
ん
■
あ
ま

り
無
禮

の
待
遇
だ

と

い
ふ
の
で

一
時

に

八
人

出
た
の
で

大

狼
狽
急

に
體

度

が
變
つ

た

の
は
痛
快

で

あ

つ
た
■

そ
の
う
ち
の

四
人
は

○

○
屋

へ
往

た
が
對

山
樓

以

上
の
冷
遇

に
耐

へ
か
ね
て

ス
ゴ
ス
ゴ

逆

戻
り

は
氣

が
利

か
ぬ
■

ヱ
ヘ

ン
ヱ
ヘ
ン
と

い
ふ
こ
と
が
流
行

し
た

、

ス
ル
ト
二

階

の
博
士

殿
が
僕

が
通
る

と

い
つ
も

ヱ
ヘ

ン
ヱ
ヘ
ン
と

い
ふ
が

ア

レ
は

ド

ー
云

ふ

こ
と
だ

と
尋
ね

ら
れ

た
■

下
駄

が

よ
く
間
違

ふ
の
は

恐
れ
入
つ

た
■
對

山
樓

の
大
佛

は

評
判
の

よ

い
親

切

も
の
で

あ

つ
た


